
 

 

2019 年 8 月 21 日 【第 1150 回】 

8月 21日の卓話 8月 7日の出席率 8月 28日の卓話 

 
 

移動例会 

「らいおんはーと子供食堂」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員在籍者数       39名 

会員出席者数       25名 

会員欠席者数    14名 

本日の出席率     67.57％ 

前々回訂正出席率 82.05％ 

 

「イニシエーションスピーチ」 

当クラブ会員 白井正三郎様 

≪東京臨海・東京臨海東・東京臨海西 3RC 合同例会≫ 

東京臨海 RC 創立 26 周年記念例会 

2019 年 8 月 7 日（水） 

東京臨海 RC第 1149回例会 

東京臨海東 RC第 1076回例会 

東京臨海西 RC第 17回例会 

 

司会：佐久間裕章 SAA委員長 

 

 
■点鐘：東京臨海 RC  佐藤(正)会長 

東京臨海東 RC 池田会長 

東京臨海西 RC 栗山会長 

 
■国歌斉唱「君が代」 

：ソングリーダー 東京臨海 RC櫻田副委員長 

■ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」 

■「四つのテスト」斉唱（歌） 

■「ロータリーの目的」東京臨海 RC バージョン唱和：

東京臨海 RC 髙橋副会長 

 
■来賓紹介：東京臨海 RC 佐藤(正)会長 

東京江戸川ＲＣ会長エレクト 後関和之様 

〃    幹事 久保  克様 

 東京臨海東ＲＣ会長 池田佳寿光様 

〃    幹事 今西  勇様 

東京臨海西ＲＣ会長 栗山義広様 

〃   副会長 飯塚憲貴様  

〃    幹事 西野充英様 

 ゲストスピーカー  須藤宗之助様（当クラブ会員） 

 東京臨海東 RC・青少年交換学生 

        Emma Lane PETRABORG 様 

■ビジター紹介：東京臨海 RC井上会員 

 本日はいらっしゃいませんでした。 



 

 

VOL.26-No.6 

 

 

 

 
■東京臨海ＲＣ会長挨拶：佐藤正樹会長 

本日、当クラブ２６周年記念例会に多くの皆様に

ご参加いただきましたこと、改めまして、心より御

礼申し上げます。誠にありがとうございます。また、

親クラブである江戸川ＲＣの皆様、臨海東ＲＣの皆

様、臨海西ＲＣの皆様にもご参加いただいておりま

す。そして３クラブの皆様より多くのお祝い金をい

ただいております。改めて御礼申し上げます。あり

がとうございます。今年度会長方針としてやらせて

いただきたいことは大きく３つあります。まずは自

クラブの活性化をする、盛り上げていくこと、そし

て、地域社会に貢献していくこと、そして最後に、

江戸川には６クラブありますので、色々な考えがご

ざいますので難しいところではございますが、親睦

を深めていきたいと思っております。先週に引き続

きこれだけ多くの皆様と例会が出来ていること、そ

して、皆様より祝福いただいていることをとてもう

れしく思っております。今年度、２６年目も頑張っ

ていきたいと思います。皆様、宜しくお願い申し上

げます。 

 

 
■ご挨拶 

・東京江戸川ＲＣ会長エレクト 後関和之様 

皆さん、こんにちは。今日は記念例会にお招きい

ただきまして誠にありがとうございます。ＲＣに入

会して２８年になりますが、これまで会長をやらず

に済んでいたのですが、ついに会長をということで、

今日は会長エレクトという形でここにおります。 

昔はロータリーの目的や奉仕のことを常々言ってい

る人が沢山いたのですが、今は原理原則について話

すことが少なくなってきております。当クラブは、

２年かけて改革をしていこうと、原点回帰をしてい

こうともう一度考えていこうとしているところでご

ざいます。今日のようにいつも沢山のメンバーで例

会を開いてほしいなと思います。本日は、お招きい 

 

ただきまして誠にありがとうございます。 

・東京臨海東ＲＣ会長 池田佳寿光様 

  皆さん、こんにちは。東京臨海ＲＣの皆様、創立

２６周年誠におめでとうございます。とても大勢の

人数で合同例会を開けることがこんなにも嬉しいこ

となのだなと思いました。親クラブの方々が昨年一

生懸命臨海西ＲＣを作っていただいたお陰で、臨海

東ＲＣも合同例会の時にこのような立派な例会に出

席が出来ます。新入会員を勧誘する時に、臨海グル

ープとしてこれだけ大きな規模がありますので、大

船に乗ったつもりで当クラブに入会してくださいと、

自信をもってお誘いすることができるようになりま

した。お陰さまで今月末に４名の入会式を行なうこ

とができるようになりました。その他にもまだ３、

４人待機しておりますので、今年度中に２５名を超

え、来年度には３０名を目指します。親クラブに負

けないよう、臨海グループとしても一役買えるよう

にこれからも頑張っていきたいと思っております。

臨海グループのこれからの益々の発展を祈念致しま

して、私のお祝いの言葉とさせていただきます。本

日は、誠におめでとうございます。 

・東京臨海西ＲＣ会長 栗山義広様 

  東京臨海ＲＣ創立２６周年記念例会、誠におめで

とうございます。今回の例会で１１４９回です。私

たちは１７回です。２５年間以上、このクラブの発

展のために尽力していただきましたパスト会長始め、

会員の皆様、本当に私たちのクラブができたことを

感謝致しております。東京臨海西ＲＣを代表して、

感謝申し上げます。江戸川区を中心とした奉仕団体

としての臨海軍団は３クラブ併せますと、９０名以

上、これから１００名以上となります。この勢いを

保ちつつ、更なる地域発展のため貢献をしていただ

き、一人ひとりの意識も高めていきお互いに頑張っ

ていけたらと思っております。本日は、誠におめで

とうございます。 

 

 
■乾杯：本多直前会長 

  臨海軍団はこのまま突き進んで、楽しく、豊かに、

そして奉仕も一生懸命、皆さん、ご協力お願い致し

ます。それでは、乾杯！ 
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■会長報告：佐藤(正)会長 

・マーク・ダニエル・マローニーRI会長より、創立 25

周年祝辞レターが届きましたので、会員皆様へメー

ル送信致しました。 

・先週の新本ガバナー公式訪問のお礼状を拝受致しま

した。 

■幹事報告：杉浦幹事 

・8月 14日は当クラブ例会は休会です。 

・8月 21日は、移動例会です。会場：らいおんはーと

子ども食堂、例会時間：12:30～1：30。 

現地集合。駐車場はありません。送迎バスについて。 

・9月 21日（土）東分区インターシティ・ミーティン

グの登録を本日中にお願いします。 

・本日例会後、理事役員会を 3 階「菊の間」にて開催

致します。 

■出席状況報告：地引委員 

⇒詳細 1 頁バナー下に掲載。 

■ニコニコ BOX報告：白幡委員 

(ご意向)東京臨海 RC 創立 26 周年記念例会、おめでと

うございます。：後関和之様（東京江戸川 RC） 

(ご意向)本日はご多忙の中、当クラブ創立 26周年記念

例会にご参加下さいましてありがとうございます。

支えて頂いている全ての皆様に心より感謝申し上げ

ます。：佐藤正樹会長 

(ご意向)創立 26周年を迎えて、クラブ全員大変嬉しく

思います。皆さん、おめでとうございます。：髙橋副

会長、杉浦幹事、酒井会員、井上会員、須藤会員、

白幡会員、佐藤大輔会員、村社会員、勝間田会員、

佐久間裕章会員、入澤会員、櫻田会員、斉藤会員、

山田会員、中村会員、笹本会員、本多会員、白井会

員、地引会員、小松会員、坂本康朋会員、篠塚慎之

介会員 

＊東京江戸川 RC様・東京臨海東 RC様・東京臨海西 RC

様よりお祝金を頂戴致しました。 

 

 

■卓話  

「東京臨海ロータリークラブ 

創立から今までを振り返って」 

 1997-1998年度会長 須藤宗之助様 

  今日は２６周年ということで、このように多くの

皆様の前でお話させていただけることは大変光栄で

ございます。私は、叔母から、東京にいるのなら「百

働会」に入ったほうがいいのではないかということ

で、４０歳代で入りました。元文部大臣・元広島大

学学長 森戸辰男さんが初代会長でした。人生という

ものはどういうものかということを学ばせていただ

きました。その中での結論は、地位があろうとお金

があろうと、人間はすべて一緒だということです。

家族に英雄なしなのです。ですから、皆さんも臆せ

ず、どんな人でも会って話を聞き、壁を作ることを

しなければ道は切り拓かれるのです。ここにいる皆

さんは燃えています。いいことです。そして若い。

若さは苦しみ、悲しみを喜びに変えられるのです。

そういうことを学びました。「百働会」には２５年ほ

ど居て退会しまして、さて、次はどうしようという

ところで、色々と勧誘を受けていた矢先の１９９３

年４月と１９９４年４月にある人が訪れまして、新

しくできるロータリークラブに入らないかと誘われ

ました。その方が初代会長の控井信尊さんでした。

創立メンバーとして私は入会することを決めました。

私は違いましたが、高松さんの関係の方が多かった

ようです。当時３０数名のメンバーで頑張りました。

何もわからない中、親クラブの江戸川ＲＣから色々

と教えていただきました。感謝しております。当初、

色々大変なことがありましたが、当時いらっしゃっ

た、斉藤さん、大澤さん、鈴木さん、佐久間(栄)さ

ん、中村さん、こういった方々の新クラブに対して

何が何でも物にするのだという情熱がありましたし、

最初から、東西のクラブを作ることも内定しており

ましたので、上手く乗り越えることが出来ました。

そして、３代目会長の高松さんの会員皆さんに対す

る処遇の仕方が非常に心地良く感じていました。ロ

ータリーの素晴らしさを感じました。私はこの会に

入れていただき、本当に良かった。多くの仲間に恵

まれ、自分の悩みを聞いてくれる人がいる。そうい

う場面を持ち合わせている人間が一番幸せじゃない

でしょうか。かつて新幹線が開通する昭和３９年の

前年に、開発責任者は、予算オーバーにも拘らず推

進させたので、開通の前年、辞職に追い込まれまし

た。当時は、鉄道の必要性が軽んじられていたので

す。そんな中でもその責任者は自分の信念の基に動

いたのです。今ではどうでしょう。どれだけ便利に

なっているか。つまり、人が何と言おうと、自分の

信念の基に動いて、何が何でもやり抜こうと、そう

いう道を皆さんには模索していってほしいと願いま

す。体に気を付けて、これからもクラブのために頑

張っていただければありがたいと思います。 

■点鐘：東京臨海西 RC 栗山会長 

東京臨海東 RC 池田会長 

    東京臨海 RC  佐藤(正)会長 

【27件 122,000円 今年度累計 456,000円】 
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２０１９～２０２０年度 佐藤正樹会長 ご挨拶 

 

 お陰様で東京臨海ロータリークラブは創立 26 周年

を迎えることとなりました。ひとえに諸先輩方の尽力

の賜物であり、感謝に堪えません。 

 

 創立記念を迎えるにあたり、会長としてご挨拶させ

て頂きます。 

 

私は東京臨海ロータリークラブに入会させて頂き 12

年目となりました。入会当時 32 歳であった私は、酷い

ものでありました。礼節も知らず、経営者としての覚

悟もないまま、ダラダラと日々生きておりました。 

 

当然ながら、人間的にも経営者としても成長できる

理由がありませんでした。当時から憧れている先輩方

と一緒に学ばせて頂きたいという気持ちで入会させて

頂いたことを昨日のことのように覚えております。 

 

そんな私も早いもので入会 12年目となり、気が付け

ば会員の中で中堅となっております。少しずつではあ

りますが、ロータリークラブの素晴らしさが理解でき

るようになってきました。 

 

私自身が人間的にも経営者としても成長させて頂い

た皆様に感謝するとともに、ご恩返しをさせて頂きた

い、ロータリークラブの素晴らしさを改めて後輩たち

に理解して頂きたいと思い、会長職を拝命致しました。 

 

 本年度のターゲットは「友情を育み、地域社会に貢

献する」とさせて頂いております。 

 

 輝かしく誇らしい東京臨海ロータリークラブを皆様

とともに作り上げていく為、微力ながら精一杯務めさ

せて頂きますので、引き続きの皆様のご協力、ご指導

のほどよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

  

 

創立２６周年を迎えて 


